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Shizuoka Rofukukyo Dayori
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新年号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会
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地区労福協事務局長の
リレートーク　No.15

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

浙江省総工会特別友好訪中団報告
ロッキー奨学金授与式
「フードバンクふじのくに」法人化
全労済からのお知らせ

福祉基金協会からのお知らせ
ALWF
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（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

吉 

岡　
秀 

規

　
「
3
だ
け
主
義
」と
は〝
今
だ
け
〞〝
カ
ネ
だ
け
〞〝
自
分
だ
け
〞と
い
う

考
え
方
で
す
。こ
ん
な
風
潮
が
広
が
る
と
殺
伐
と
し
た
社
会
に
な
り
ま

す
か
ら
、「
連
帯・協
同
」の
考
え
方
で
対
抗
し
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県
労
働
金
庫理

事
長

古 

川　

正 

明

　

労
働
金
庫
の
理
念
は
、働
く
人
の
夢
と
共
感
を
創
造
す
る
協
同
組

織
の
福
祉
金
融
機
関
で
す
。そ
し
て
働
く
人
た
ち
を
中
心
に
広
く
地

域
と
の
連
携
に
よって
成
り
立
って
い
ま
す
。

全
労
済
静
岡
県
本
部

本
部
長

佐
竹　

功

　

毎
年
毎
年
、自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
中
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
と

言
う
意
識
を
強
く
持
つ
と
同
時
に
、普
段
か
ら
の
様
々
な
備
え
を
し
て
お
く
こ

と
が
、防
災・減
災
に
繋
が
り
ま
す
。

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会　

長 

吉
田　

敬
哲

　

多
く
の
団
体
で
支
え
ら
れ
て
い
る
静
岡
方
式
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
。連
帯

と
連
携
を
強
め
、更
に
発
展
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

静
岡
県
労
働
金
庫理

事
長

古
川

正
明

（
一
社
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

理
事
長

吉
岡

秀
規

静
岡
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会

会

長

吉
田

敬
哲

全
労
済
静
岡
県
本
部

本
部
長

佐
竹

功

共
感
で　

仲
間
を
作
り　

輪
を
広
げ

　
　
　
　

夢
を
手
に
す
る　

協
同
組
織

協
同
の　

原
点
回
帰
で　

吹
っ
飛
ば
せ

　
　
「
3
だ
け
主
義
」の　

悪
し
き
風
潮

富
士
山
と 

共
に
そ
び
え
る 

フ
ー
ド
バ
ン
ク

　
　
　
　
　

連
帯
強
め
て 

更
に
大
き
く

こ
の
ま
ざ
る　

災
害
多
し　

昨
今
の

　
　
　
　
　
　

無
保
障
な
く
し　

安
全
担
保
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（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

石
塚　

智 

昭

（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

原　

健
二

　

景
気
の
実
感
は
湧
き
ま
せ
ん
が
、いつ
も
人
知
れ
ず
自
分
を
支
え
て

く
れ
て
い
る
家
族
に
感
謝
！ 

ま
ず
は
身
近
な
小
旅
行
は
い
か
が
で
す

か
？ 

そ
の
お
手
伝
い
是
非
ユニ
オ
ン
ト
ラ
ベル
に
お
ま
か
せ
を
！！

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

理
事
長

池 

冨 　

彰

  

静
岡
の
勤
労
者
自
主
福
祉
運
動
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
団
体
の
強
み

を
生
か
し
、「
連
帯
と
協
同
」で
進
ん
で
い
ま
す
。皆
さ
ん
、今
年
も
が
ん

ば
り
ま
し
ょ
う
！

（
一
財
）静
岡
県
勤
労
者
信
用
基
金
協
会

理
事
長

石
塚

智

塚

昭

（
公
財
）静
岡
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会

理
事
長

池
冨

彰
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（
株
）静
岡
ユ
ニ
オ
ン
ト
ラ
ベ
ル

代
表
取
締
役
社
長

原

健
二

連
帯
と　

協
同
す
る　

静
岡
に

　
　
　
　
　
　

み
ん
な
で
創
る　

福
祉
社
会

消
費
税 

10
％
な
る
前 

か
け
込
み
で

　
　
　
　
　

そ
の
旅
先
で 

家
族
団
ら
ん

相
互
扶
助　

思
い
引
き
継
ぎ　

半
世
紀

　
　
　

設
立
の
意
志　

永
久
に
と
誓
う

　

本
年
は
1
9
6
5
年
の
設
立
よ
り
満
5
0
歳
を
迎
え
ま
す
。勤
労

者
の
生
活
環
境
も
様
変
わ
り
し
ま
し
た
が
、今
後
も
未
組
織
勤
労
者

の
保
証
機
関
と
し
て
相
互
扶
助
の
精
神
を
つ
な
い
で
ま
い
り
ま
す
。

　

年
金
住
宅
融
資
基
金
の
利
用
や
、年
金
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
さ
れ
た
ユ

ー
ザ
ー
の
皆
様
か
ら
、将
来
必
ず
役
に
立
つ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
日
々
勇
往
邁
進
し
ま
す
。

（
一
財
）静
岡
県
年
金
福
祉
協
会

専
務
理
事

新 

出　

繁 

博

年
金
は　

働
く
人
の　

支
え
な
る

　

共
に
歩
め
ば　

笑
み
を
も
た
ら
す

２
０
１
5

　

昨
年
は
、
4
月
か
ら
消
費
税
引
き
上
げ
が
あ
り
ま
し
た
。
夏
場
に
は
急
速
に

持
ち
直
す
と
見
ら
れ
て
い
た
景
気
が
、
実
質
所
得
の
落
ち
込
み
な
ど
を
背
景
に
、

個
人
消
費
の
回
復
ペ
ー
ス
は
鈍
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
消
費
税　
％
導
入

は
先
送
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
円
安
で
大
手
輸
出
企
業
は
潤
っ
て
い
ま
す
が
、
中
小
企
業
の
景
気
は

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

改
善
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
上
、
御
嶽
山
噴
火
、
広
島
の
土
砂
崩
れ
、
県
内
に
お
い
て
も
台
風　

号

の
集
中
豪
雨
に
よ
り
静
岡
市
清
水
区
で
浸
水
の
被
害
を
受
け
た
方
も
多
く
お
り
、

自
然
災
害
の
多
発
し
た
年
で
し
た
。

　

さ
て
、
新
春
を
迎
え
、
今
年
こ
そ
の
願
い
を
込
め
、
各
福
祉
事
業
団
体
の
代

表
者
の
皆
様
に
新
春
の
想
い
や
活
動
な
ど
を
詠
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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度
に
し
て
い
き
た
い
。皆
さ
ん
が
社
会
人
に
な
っ
て
余

裕
が
出
来
た
ら
労
働
金
庫
を
利
用
し
て
欲
し
い
。そ
の

事
が
後
輩
の
ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
に
繋
が
っ
て
く
る
。」と

挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
を
生
み
出
し
た
、労
働
金
庫

の
古
川
理
事
長
は「
労
働
金
庫
は
利
益
を
追
求
し
て
事

業
を
行
っ
て
い
な
い
。剰
余
が
あ
れ
ば
、会
員
や
社
会
貢

献
な
ど
に
使
っ
て
い
る
。労
働
金
庫
が
普
通
銀
行
と
は

違
う
事
を
理
解
し
て
欲
し
い
。こ
の
奨
学
金
を
利
用
し

勉
学
に
励
み
、社
会
に
出
て
か
ら
良
い
仕
事
を
し
て
日

本
の
社
会
に
役
立
つ
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。」と
激
励

し
ま
し
た
。

　

挨
拶
の
後
、奨
学
生
全
員
に
吉
岡
理
事
長
よ
り
奨
学

金
の
目
録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
に
各
大

学
代
表
の
奨
学
生
か
ら
謝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

あ
る
大
学
の
学
生
は「
家
庭
の
経
済
環
境
が
厳
し
く

大
学
進
学
を
諦
め
て
い
た
が
、母
が
大
学
進
学
を
勧
め

て
く
れ
た
。厳
し
い
家
庭
環
境
で
あ
る
が
私
の
気
持
ち

を
く
み
取
っ
て
く
れ
た
母
に
感
謝
す
る
。ロ
ッ
キ
ー
奨

学
金
を
頂
き
家
庭
の
経
済
的
な
負
担
も
軽
減
で
き
る
。

奨
学
金
を
頂
い
た
こ
と
に
よ
り
、勉
学
に
対
す
る
意
識

も
高
ま
り
、こ
れ
か
ら
も
前
向
き
な
気
持
ち
で
取
組
ん

で
い
け
る
。」と
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

奨
学
金
の
募
集
は
春
・
秋
、毎
年
2
回
行
わ
れ
ま
す
。

今
年
の
春
に
は
ま
た
奨
学
生
の
募
集
を
し
ま
す
。ま
た
、

対
象
大
学
を
拡
大
す
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。今
後

と
も
県
労
福
協
は
家
庭
環
境
が
厳
し
く
、学
業
優
秀
な

大
学
生
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

第10次

特別友好訪中団報告

　

中
国
浙
江
省
と
は
1
9
9
4
年
か
ら
相
互
訪
問
を
行
っ
て

来
ま
し
た
。今
回
、　

月　

日
〜　

月
2
日
に
池
冨
団
長
は
じ

め
6
名
で
の
訪
中
団
と
し
て
交
流
し
て
来
ま
し
た
の
で
、交
流

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　

月　

日
、パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
を
訪
問
し
、工
場
見
学
と
会
社

の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、「
主
に
洗
濯
機
を
製
造

し
、2
0
1
2
年
で　

年
を
迎
え
た
。生
産
量
は　

年
間
で
3

倍
の
年
間
3
4
0
万
台
、売
上
は　

億
元
か
ら　

億
元
に
な
っ

た
。従
業
員
は
2
9
1
0
名
で
、開
発
・
製
造
・
販
売
す
べ
て
中

国
人
が
行
っ
て
い
る
。中
国
向
洗
濯
機
は
大
き
め
で
、色
を
シ

ル
バ
ー
に
変
え
る
だ
け
で
高
く
売
れ
る
。」ま
た
、「
泡
が
立
つ

こ
と
が
必
要
」と
の
こ
と
で
し
た
。

　

昼
食
後
、杭
州
市
勤
労
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
し
ま

し
た
。勤
労
者
向
け
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で

提
供
す
る
セ
ン
タ
ー
で
す
。主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。①

対
象
の
勤
労
者
は
3
0
0
万
人
で
、訪
問
は
1
日
に
1
0
0
人

程
度
②
資
金
は
、医
療
は
基
金
か
ら
、そ
の
他
は
寄
付
金
③
学

校
に
行
け
な
い
学
生
に
対
し
て
の
資
金
提
供
④
弁
護
士
に
よ

る
法
律
相
談
⑤
苦
情
相
談
も
多
く
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

続
い
て
隣
接
す
る
手
芸
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
ま
し
た
。こ
こ
で
は
障
が
い
の

あ
る
勤
労
者（
特
に
心
の
関
係
）が
、七

宝
焼
き
等
の
細
か
な
作
品
を
少
し
ず
つ

丁
寧
に
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

　

続
い
て
、総
工
会
の
保
養
所
に
て
表

敬
訪
問
と
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
執
り
行
い

ま
し
た
。総
工
会
の
出
席
者
は
戴
常
務

副
主
席
、曹
副
主
席
、王
氏
、蒋
氏
、陸
さ

ん
、陳
さ
ん
で
、双
方
の
メ
ン
バ
ー
紹
介
を
行
い
、各
代
表
よ
り

近
況
報
告
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

戴
常
務
副
主
席
か
ら
次
の
取
組
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

①
主
席
が
変
わ
り
変
化
が
見
え
、組
合
も
革
新
し
た
。②
基
礎

と
な
る
単
組　

万
の
建
設
。③
労
働
者
の
権
利
を
守
る
。④
労

働
者
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
総
工
会
に
セ
ン
タ
ー

を
持
つ
。⑤
医
療
援
助
セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
。⑥
組
合
員
の

実
力
を
高
め
る
。

　

池
冨
団
長
か
ら
は
、活
動
の
原
点
は
職
場
に
あ
る
こ
と
、今

後
目
指
す
も
の
と
し
て
、地
域
貢
献
、仲
間
の
輪
の
広
が
り
、本

気
に
な
る
こ
と
等
を
訴
え
、日
本
の
少
子
高
齢
化
等
の
社
会
環

境
、組
合
組
織
率
の
低
下
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
行
い
白
酒
で
乾
杯
を
し
て
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
中
は
日
中
関
係
の
悪
化
、Ｐ
Ｍ
２
．５
、食
品
偽
造

な
ど
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
か
ら
入
っ
て
く
る
情
報
は
余
り
良
い
も

の
は
な
く
、多
少
不
安
な
気
持
ち
で
の
訪
中
で
し
た
。訪
中
し

て
い
る
間
に
は
日
中
関
係
悪
化
の
影
響
は
杭
州
、西
安
、上
海

の
街
並
み
で
は
感
じ
取
れ
な
か
っ
た
で
す
。国
と
国
と
の
関
係

は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、民
間
レ
ベ
ル
の
交
流
を
深
め
て
、政

治
的
な
問
題
を
徐
々
に
解
決
で
き
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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池
冨　

彰　

団
長　
　

連
合
静
岡
会
長

加
藤
明
生　

秘
書
長　

県
労
福
協
事
務
局
長

吉
田
敏
明　

団
員　
　

静
岡
県
労
働
金
庫
執
行
役
員

石
田
公
博　

団
員　
　

全
労
済
事
業
推
進
部
長

内
田
経
子　

団
員　
　

連
合
静
岡
副
会
長

笠
原
賞
憲　

団
員　
　

連
合
静
岡
執
行
委
員

　
　

月　

日
、ロ
ッ
キ
ー
セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
ロ
ッ

キ
ー
奨
学
金
の
第
５
回
目
の
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ロ
ッ
キ
ー
奨
学
金
は
労
働
金
庫
特
別
利
用
配
当
金
か

ら
拠
出
さ
れ
2
0
1
0
年
6
月
に
創
設
し
た「
地
域
役

立
資
金
」の
内
、県
労
福
協
が
管
理
し
て
い
る〝
人
づ
く

り
資
金
〞の
一
定
金
額
を
基
金
と
し
、そ
の
運
用
益
を
活

用
し
た
奨
学
金　

万
円
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。ま
た
、

奨
学
金
の
対
象
者
は
、静
岡
県
内
に
在
住
も
し
く
は
企

業
な
ど
に
勤
務
す
る
勤
労
者
の
子
弟
で
経
済
的
支
援
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
学
生
で
、い
ず
れ
の
学
生
も
各
大

学
か
ら
推
薦
い
た
だ
い
た
優
秀
な
方
達
で
す
。

　

今
回
の
授
与
式
で
は
常
葉
大
学
、静
岡
理
工
科
大
学
、

静
岡
産
業
大
学
か
ら
、9
名
の
奨
学
生
を
募
集
し
、成
績

優
秀
な
方
を
推
薦
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
当
日
は
都

合
に
よ
り
3
名
欠
席
）

　

冒
頭
、県
労
福

協
の
吉
岡
理
事

長
は「
社
会
が
厳

し
く
な
っ
て
い

て
、勉
強
を
し
た

く
て
も
出
来
な

い
方
が
増
え
て

い
る
と
聞
い
て

い
る
。ロ
ッ
キ
ー

奨
学
金
は
ま
だ

発
足
し
た
ば
か

り
の
制
度
で
あ

る
が
、多
く
の
皆

様
の
役
立
つ
制

25

11

20

ロッキー奨学金
授与式

Rocky 
scholarship

浙江省総工会
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認証を受ける木下副理事長

労働金庫から
寄贈された軽自動車

認証の通知書
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【募集作品】絵画・書・写真・手工芸・コンピューターグラフィック
【応募資格】静岡県内の勤労者【作品受付】労働金庫本支店・全労済県本部及び各共済ショップ・静岡県労働者福祉協議会

●主催／静岡県労働者福祉協議会・静岡県下各地区労働者福祉協議会・静岡県労働者福祉基金協会　

●後援／連合静岡・静岡県・静岡市・静岡新聞社・静岡放送
●協賛／静岡県労働金庫・全労済静岡県本部・県生協連・年金福祉協会・勤労者信用基金協会・

　　　　　ユニオントラベル・退福協・ろうきんグリーン友の会・ライフサポートセンター友の会

平成27年4月8日㈬ー4月12日㈰ グランシップ展示ギャラリー 

静岡県勤労者総合美術展
第65回

TEL054ー221ー6241　Eメール　：　rofukukyo@mx1.s - cnet .ne . jp

静岡県労働者福祉協議会（静岡市葵区黒金町5-1勤労者総合会館内）

問合せ先

展示期間

展示会場

Workers Art
Exhibition 2015

出品料は
無料です

全ての作品を
展示します

出品者全員に
参加賞を進呈

bition 2015

出品料は 全

中中作作 品品募募 集集
【募集期間】平成27年2月23日月▶3月13日金
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　「フードバンクふじのくに」は、まだ安
全に食べられるにもかかわらず処分さ
れてしまう食料を、企業や個人から寄贈
を受け、生活困窮者等、支援を必要とし
ている人に適切に配るフードバンク事
業を地域の仕組みとして確立させ、相互
扶助の社会作りを目指す事を目的とし
て５月19日に設立されました。設立当
初より法人化を目指してその準備を進
めて来ました。
　特定非営利法人の認証は政令指定市
とその他の市町では違っています。政令
指定市は市で認証を行い、その他の市町
は県が認証するようになっています。
　「フードバンクふじのくに」では６月
23日に静岡市に申請した「設立認証」
が、９月24日に認証を無事受ける事が
出来ました。その後に、静岡地方法務局
に法人登記を行い10月７日に法人登記
の作業は終了しました。５月19日に、設
立総会で静岡県労働金庫から軽自動車
の寄贈の目録をいただいていましたが、
法人登記が終わった11月11日に念願の
軽自動車が納車されました。いただいた
軽自動車を大事に使い、食品の受け渡し
に活用させていただきます。
　「フードバンクふじのくに」は多くの
方にご理解いただき、多くの米、缶詰、乾
麺などの食品を寄贈していただいてい
ます。11月末現在では総入庫食品量は
12トンで総出荷量は9トンです。入庫の
関係は地区労福協等が実施したフード
ドライブの食品の寄贈もありますが、企

業からの食品の寄贈も増えています。現
在企業との食品寄贈は同意書を交わし
た５企業となっています。
　食品の支援先は県内の各市町の福祉
課、各社会福祉協議会や福祉団体などで
す。
　現在は受け渡しの関係があり、中部地
区の団体が73％になっています。
　今後、寄贈食品が増えてきた場合、多
くの課題があります。まずは食品を保管
する倉庫の確保。「フードバンクふじの
くに」にはフォークリフトもありませ
ん。企業からの大量の寄贈の場合は総動
員で作業を行っています。寄贈された食
品を一品ずつ賞味期限ごとに確認して
の区分作業や支援先ごとの食品の仕訳
作業が増大してきますのでその作業を
行う方の確保などがあります。
　今年度は、福祉基金協会や県労福協か
らの寄付金や日本福祉医療機構からの
補助金があり何とか運営は出来ますが、
次年度以降の運営基盤を安定化させる
ためには、会員や賛助会員・企業の確保
が必要になってきます。
　多くの皆様のご理解・協力をお願いい
たします。

「フードバンクふじのくに」
法人化する

全労済静岡県本部からのお知らせ

保障のことなら

〔静岡県労働者共済生活協同組合〕
全労済静岡県本部

全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事業を営み、組合員のみなさまの安心とゆとりある暮らしをめざしています。出資金をお支払いいただいて組合員になれば、各種共済をご利用いただけます。

①「台風18号(2014年10月6日)」および「台風19号(同10月14日)」の
　対応状況について

台風 18号　進路図

出展：気象庁HP

　近年毎年のように大きな自然災害が日本各地を襲っております。
　静岡県では昨年も大きな2つの台風(18号・19号)の被害に見舞われました。
　本紙面をお借りして、被災された皆さまに改めてお見舞い申し上げます。
　今回の台風の特長は「大雨」。屋根や雨樋等の損壊に加えて、静岡市清水区の
一部の地域を中心に、大雨による「浸水」が多発しました。通常の現場調査は、被
災組合員から連絡をいただいてから調査に伺いますが、浸水エリアが特定されていたこともあり、全労済静岡県本
部としては初の試みとなる、「一斉訪問調査活動*」を実施しました。
　2014年12月3日現在、2つの台風合計で501件の被災連絡を受け付けました。現場調査が必要な件数に対す
る調査完了率は約95％、お支払共済金総額は1億5,421万円となっております。(下記参照)

②火災共済「事業開始60周年」
　1954年、「相互扶助」「協同・連帯」の理念にもとづき、労働者自らの手で生活防衛を行なうために、
火災共済事業がスタートしました。事業開始直後は1口のみの加入で掛金は年100円、保障は全焼で
15万円という小さなものでした。
その後、1955年の新潟大火や1995年の阪神大震災、2011年の東日本大震災など、いくつもの大きな災害を
経験しましたが、助け合いの輪が広がり、今では最高600口(6,000万円)の
保障で1口あたりの年掛金も70円でご利用いただけるようになりました。

③「火災共済商品改定」について
　そして2015年2月、火災共済は「住まいる共済」としてリニューアルします。
　建物構造区分をこれまでの「木造」「耐火」の2区分から、「木造」「鉄骨・耐火」「マンション」の3区分に変更する
こととあわせて、3つの新しい特約を新設するなど、組合員の皆さまの信頼にお応えできる内容となる予定です。
　現在ご契約いただいている方々はもちろんのこと、まだご利用いただいていない方々も全労済の新しい火災
共済「住まいる共済」にぜひご期待ください。

＊一斉調査訪問活動：被災連絡をいただいたご契約者宅の訪問に加えて、まだ被災連絡をいただいていない近隣にお住まいのご契約者宅にも
　　　　　　　　　訪問し、被害の状況を確認させていただく活動。

台風18号・19号
全国および静岡県本部の状況
（2014年12月3日現在）

被災受付件数
現場調査必要件数
現場調査完了件数

静岡県本部
500件
405件
381件
288件
222件

4,199万円
1億1,222万円

全国　　
4,064件
3,688件
3,292件
2,647件
1,823件

2億6,267万円
4億8,573万円

第三者に対して、
加入者が法律上の
賠償責任を負った
場合の保障です。

火元となった
際の類焼先の
損害に対する
保障です。

盗難により家財に
発生した損害
に対する
保障です。

36

お支払い件数

お支払い金額

火災共済
自然災害共済
火災共済
自然災害共済
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【宇宙への夢～新たなる挑戦～】
1961年、旧ソ連のユーリガガーリン宇宙飛行士が人類初の宇宙飛行を成し
遂げてから50年。この間、宇宙に関する開発や研究は日々進化を遂げ、現在、
国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）での実験や研究が、有人宇宙ミッションとして全
世界から注目されています。今回、1985年、日本人宇宙飛行士として候補者
に選ばれ、後に2度のスペースシャトル搭乗、日本人初となるミッションを成し
遂げ、現在、宇宙科学技術発展の為に国際連合で活動される元宇宙飛行士 
土井隆雄さんを招き、宇宙飛行士時代の経験や国際宇宙ステーション、国際
連合での活動についてお話しします。

東日本大震災からまもなく4年。これまで多くの方が、様々なかたちのボランティアとして、被災地支援に関わってきました。
今回ロッキーカレッジでは、静岡県ボランティア協会との共催で、東日本大震災復興祈念を兼ねたセミナー『風の電話の物
語』を開催します。あの日、津波にのまれる町をじっと見ているしかなかったガーデンデザイナー佐々木格さんがはじめた“傷つ
いた人の心をいやすお手伝い”。併せて被災地の現在についてもお話しいたします。

日時：3/7（土）13時30分～15時00分
場所：ALWFロッキーセンター
募集：120名　参加費：無料
問合せ：ライフサポートセンター中部
　　　　TEL054-270-3963

日時：2/25（水）15時00分～16時30分　
場所：ALWFロッキーセンター
募集：50名　参加費：無料　
問合せ：ライフサポートセンター中部
　　　　TEL054-270-3963

国際宇宙ステーション内、右上が土井隆雄さん。
（STS-123ミッション、2008年、Photo:ＮＡＳＡ）

土井 隆雄　さん 【国際連合宇宙応用専門官　宇宙飛行士】
1954年東京生まれ。1997年スペースシャトル「コロンビア号」に搭乗し、 日本人初の船外活動を実
施。2008年スペースシャトル「エンデバー号」に搭乗。 国際宇宙ステーション（ＩＳＳ）日本実験棟「きぼ
う」の船内保管室をＩＳＳに 取り付け、日本が開発した最初の有人宇宙施設に乗り込んだ初の日本人と
なる。 2009年9月より、国際連合宇宙応用専門官および宇宙部宇宙応用課長としてオーストリア、
ウィーン市を拠点に活動中。　

ロッキーカレッジのご案内

【風の電話の物語】ここにこんなボランティアが。生かされた命を世の中の為に。

会議室の利用方法や料金等のお問い合わせ、
お申し込み等は下記で承ります。

●「ＡＬＷＦ（アルーフ）ロッキーセンター」のご利用をお待ちしております！！

〒420-0851　静岡市葵区黒金町5-1　静岡県勤労者総合会館３階
FAX 054-272-7326

公益財団法人 静岡県労働者福祉基金協会　
ＡＬＷＦロッキーセンター

TEL054-273-3000

水
清
至

津
焼
至 郵便局■

あ
れ
ざ
あ

三井生命
ビル

■ ■

■
タクシー

バス
■

国道1号線 ■

静岡駅
市営駐車場
■

商工会議所
■

松坂屋

ＡＬＷＦロッキーセンター

■問合せ先

（公財）静岡県労働者福祉基　金協会からのお知らせ

★ 暮らし何でも相談
　消費生活、家庭、労働、子育て、介護、年金、住まい、多重債務、融資だけでなく、生きがい、
　生活設計、ボランティアなど、充実して暮らすための相談なども結構です。
★ 豊富な相談協力ネットワークにより、適切な専門機関をご紹介します。
　（弁護士、司法書士、行政機関、社会福祉協議会、金融機関、ＮＰＯ団体等）
★ 相談は原則無料
★ 県内 6箇所のセンターで相談に応じます。

東部：055-922-3715
中部：054-273-3715
しだはいばら：054-646-6055
岳南：0545-51-3715

西部：053-461-3715
中東遠：0538-33-3715

日常生活で起こるトラブルや悩みごと等のご相談に応じます。
お気軽にご利用下さい。

相談ダイヤル
受付は平日
9：00～17：00

暮らし
何でも相談

無料法律
相談会
無料法律
相談会

静岡大学法科大学院で教鞭を執る弁護士が、約1時間皆様のご相談に応じます。
法律に係る諸問題（相続、遺言、離婚、賃貸借、消費者被害等）でお悩みの方、お気
軽にご利用下さい。
開催日：2015年3月6日（金） 会場：湖西市内予定
募　集：13時30分・15時00分・16時30分　各時間3名計9名（事前予約先着順）
問合せ：ライフサポートセンター西部　電話：053-466-6307（平日9:00～17:00）

日時：1/31（土） 10時～11時30分　　場所：ユーコープ小豆餅店   コミュニティールーム（浜松市中区）
講師：山田茂樹さん（司法書士）　申込：ライフサポートセンター西部  TEL053-466-6307

【知っ得情報講座】ネットの落とし穴
なりすましや出会い系などインターネットがきっかけとなるトラブル事例やその対処について解説します。

日時：2/8（日）14時～16時
場所：ラ・ホール富士（富士市）　
問合せ：ライフサポートセンター岳南TEL0545-57-6029

講師：志村孚城さん　日本早期認知症学会理事長 ・ 奥山恵理子さん　日本認知症ケア学会代議員　　参加費：無料

【脳いきいき講座】
いつまでも元気で過ごしたい！認知症の仕組みとならないさせない生活習慣について学びます。

日時：2/15（日）13時30分～16時
場所：iプラザ（磐田市）
問合せ：ライフサポートセンター西部TEL053-466-6307

風の電話：岩手県大槌町の高台 佐々木さんの自宅庭、
「ベルガ―ディア鯨山」にある白い電話ボックス。中には、
電話線のつながっていないダイヤル式の黒電話が置か
れ、震災等で亡くなった家族や大切な人と話をする場所
として多くの人が訪れています。電話をかけながら泣いて
いる人、静かに立ち去る人。その悲しみや叫び、大切な人
との会話は、電話横に設置された1冊のノートに綴られて
います。また、同ガーデンには、震災で本を読む場所がな
くなってしまった大槌の子供たちの為に作られた「森の図書館」やツリーハウス、木ッ木の森などがあります。
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3
事業団体職員・労福協役員へ

4回シリーズ
その

野口　武利

　みなさん、こんにちは。
　賀茂地区労福協で事務局長を仰せつかっております
山本です。2014年４月に就任し、労福協についてまだま
だ無知ではありますが、関係者の方々に助けていただ
きながら務めております。そのような中、このたびリ
レートークの執筆依頼が回ってきたため、改めてこれ
までに発行された「労福協だより」を見返してみまし
た。するとさまざまなとりくみや各地区の情報がたく
さん掲載されており、忙しさを理由にざっと目を通し
てきた自身に恥ずかしさを感じています。
　さて、私は今年の９月、連合主催の「2014平和行動 in 
根室」に参加しました。私が現在勤務する下田市は、
1855年に「日魯通行条約」（下田条約）が締結された地で
あり、毎年、２月７日には「北方領土の日」記念史跡めぐ
りマラソン大会が開催されます。市内の中学生が、一般
の方に混じって参加するため、私も何度か役員や引率
で関わりました。そのようなことから北方領土への関
心も高まり、一度は訪れてみたいと思っていたところ、
このような機会を与えていただきました。元島民であ
る得能宏氏が、「平和ノサップ集会」と「北方領土返還を

山本 英希さん
賀茂地区労福協　事務局長

出身組織：静岡県教職員組合賀茂支部
役職名：支部長

①趣味：スポーツ観戦
②モットー：つなげる　つづける 
③最近感動したこと：錦織圭の全米オープン準優勝
④最近失敗したこと：車をバックさせてぶつけた
　

ヤマモト　     ヒデキ

地区労福協事務局長のリレートーク　No.15

ੱ‛⊓႐ 運動継承！

贈る言葉

そ
の
一

　

終
戦
の
翌
年
か
ら
国
民
体
育
大
会
が

各
県
持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
全
国
の
都
市
は
米
軍
の

爆
撃
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
、
い
っ

ぺ
ん
に
再
建
・
復
興
と
は
行
か
ず
、
国

体
の
開
催
地
か
ら
重
点
的
に
と
云
う
わ

け
で
し
た
が
・・・。

　

と
こ
ろ
が
、
様
々
な
要
素
が
重
な
っ

て
、
経
済
は
思
い
の
外
回
復
が
早
く
、

当
初
の
計
画
よ
り
競
技
場
の
設
置
や
指

導
者
の
養
成
は
進
み
、
二
十
年
を
経
ず

し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
二
回
目
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

招
致
を
六
年
後
に
再
現
す
る
〝
オ
マ
ケ
〞

ま
で
つ
く
程
で
す
。

　

一
方
国
体
の
方
は
、
三
十
年
程
前
か

ら
、
お
か
し
な
方
向
へ
む
か
い
は
じ
め

ま
し
た
。

　

競
技
ご
と
に
順
位
と
得
点
が
定
め
ら

れ
、
男
子
は
天
皇
杯
、
女
子
は
皇
后
杯
、

両
者
の
合
算
で
総
合
優
勝
が
決
り
、
主

催
県
が
必
ず
全
て
の
賞
を
独
占
す
る
不

文
律
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
体
何
故
な

の
？
・・・　
。

　

関
係
者
は
、
皆
わ
か
っ
て
い
て
、
何

も
云
い
ま
せ
ん
。
国
体
を
主
催
す
る
県

は
、
自
分
の
県
の
選
手
の
力
を
測
り
、

天
皇
杯
・
皇
后
杯
に
ど
れ
だ
け
の
差
が

あ
る
か
を
見
て
、
二
〜
三
年
前
か
ら
有

望
な
他
県
の
選
手
に
目
を
付
け
ス
カ
ウ

ト
す
る
訳
で
す
。

　

勿
論
、
他
県
の
選
手
で
す
か
ら
、
ス

カ
ウ
ト
の
時
期
や
、
予
約
等
、
綿
密
な

作
戦
を
練
り
、
本
人
や
関
係
者
と
予
め

の
交
渉
と
云
う
訳
で
す
。

　

勿
論
、
ト
レ
ー
ド
用
の
ボ
ー
ナ
ス
、

成
績
次
第
で
の
ご
褒
美
を
内
々
に
決
め
、

結
果
通
り
な
ら
ば
来
年
再
来
年
を
目
指

し
て
の
談
合
が
な
さ
れ
、
選
手
達
は
移

動
を
続
け
る
訳
で
す
。
こ
ん
な
国
民
体

育
大
会
な
ん
て
、
も
う
必
要
あ
り
ま
せ

ん
ね
・・・　
。

そ
の
二

　

N
H
K
の
紅
白
は
昭
和
二
六
年
か
ら

は
じ
ま
り
、
二
年
後
に
は
テ
レ
ビ
放
送

も
・・・
。
工
場
の
再
建
、
荒
れ
た
田
畑

を
前
に
、
休
日
も
祭
日
も
な
く
働
き
通

し
で
し
た
。
せ
め
て
暮
の
三
十
一
日
ぐ

ら
い
は
、
と
云
う
思
い
が
紅
白
で
、
誰

も
が
や
れ
や
れ
今
年
も
無
事
に
越
せ
る

か
と
振
り
返
り
、
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

　

さ
て
、
昨
今
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
は

ど
う
か
、
一
日
中
フ
ル
稼
働
で
、
チ
ャ

ン
ネ
ル
は
無
数
で
す
が
・・・　
。

　

若
い
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
お
嬢
さ
ん
や
、

下
品
な
タ
レ
ン
ト
が
勝
手
な
事
を
云
い
、

　事業団体職員・労福協役員へ贈る言葉は、今回から4人目の寄稿者となります。
　現在、藤枝市に在住の「野口武利」さんは県労福協の副会長として1980年から1991年、
会長として1991年から2003年までの長きにわたり県労福協で活躍された方です。野口さんは
大所高所からものを見る事ができる方であり、バイタリティーある方だと聞いています。

国
体
と
紅
白
を
止
め
る
！！

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
称
す
る
人
種
は
訳

が
わ
か
ら
ず
・・・　
。

　

N
H
K
は
日
本
の
文
化
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
来
ま
し
た
か
ら
、　

月　

日

だ
け
は
、
大
切
な
ニ
ュ
ー
ス
以
外
は
、

電
波
を
止
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
勇

気
が
い
る
事
で
す
が
、
情
報
の
手
段
は

ど
ん
ど
ん
進
化
し
て
い
る
の
に
、
そ
の

内
容
は
、
劣
化
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
国
の
置
か
れ
た
立
場
、
世
界
中

で
ど
れ
程
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い

る
の
か
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
外
務

省
の
機
能
が
ほ
と
ん
ど
国
民
に
届
い
て

い
な
い
現
実
を
考
え
る
と
、
N
H
K
が

そ
の
隙
間
を
埋
め
て
も
良
さ
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。

　

世
界
と
ど
う
付
き
合
う
か
が
一
番
大

切
な
時
代
に
N
H
K
が
、
そ
の
軸
足
を

何
処
に
置
く
か
、
近
隣
諸
国
の
中
国
、

韓
国
、
北
朝
鮮
、
ロ
シ
ア
の
本
質
を
考

え
る
と
年
の
瀬
に
、
民
放
が
自
棄
に
な

る
程
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
番
組
を

発
信
す
る
の
は
、
も
う
い
い
で
し
ょ
う
、

冒
頭
申
し
上
げ
た
紅
白
の
主
旨
は
も
う

存
在
し
て
い
な
い
の
で
す
か
ら
。
一
度

止
め
て
見
て
、
そ
の
上
で
考
え
、
皆
ん

な
で
議
論
し
て
み
る
価
値
は
あ
り
そ
う

で
す
が
・・・　
。

12

31

求めるシンポジウム」の中で語られた、「ふるさとへ帰
りたい」と早急な帰郷を強く望んでいる言葉が心に響
きました。ロシアに不法占拠されて69年が経つ現在で
も、小学生だった当時のことを鮮明に記憶しているそ
の思いを、多くの人が受け継いでいかなければならな
いと思います。元島民の平均年齢が80歳と高齢化し、元
島民の故郷への帰郷、日本とロシアの平和的、友好的な
関係への早期解決を強く願います。納沙布岬から歯舞
群島を眺めながら、いろいろなことを考えさせられる
機会となり、今後は北方領土問題に対する関心を啓発
する一人として、その役割を担っていかなければなら
ないと感じています。
　2014年度、静岡県労福協は50周年を迎え、賀茂地区
においても１月31日に賀茂地区労福協50周年記念行事
を開催します。この節目の時期に役員の一人として携
われることに感謝いたします。「連帯」と「協同」でつく
る安心・共生の福祉社会をめざし、微力ではありますが
労働者自主福祉運動にとりくんでいきたいと思います
ので、今後ともよろしくお願いします。

連

」」」」」」」」」と

」」」」」」」」」ででででででで

「
連連連
帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯帯
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」とと「
協協
同同
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」ででででででででででででででででででで
つつつつつつつつつつつつつ
くくくくくくくくくくくく
るるるるるる

ざざざ
しししししし

会会

心心心心心心心
・
安安安安安安安安
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
・
共共共共共共共共共共共共共共
生生生生
の
福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉
社社社社
会会会
ををを
めめめめめめめめめ
ざざざざざざざざざざざざざざざざざざざ
ししししししししししししししししししし

社社社社社社
会会会会会会会会会
をを
めめ
ざ

労労労労労労労労労労労労
働働働
者者者者者者者者
自
主主主
福福福福
祉祉祉祉祉祉祉
福福福福福
祉祉祉
運
動動
にに

たたたたた

と

んんんんんん
ででででで

ととととととととととととととととととと
りりり
くくくくくくくくくくくくくく
んんんんんんんんんんんんんんんんんんん
ででででででででででででででででででで
いいいいいいいいいい
きき
たたたたたたたたたたた
いいいいいいいいい
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沼津地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

北駿地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

浜松市労福協 地域・地区労福協活動紹介

志太地区労福協 地域・地区労福協活動紹介

　
　

月　

日（
日
）、焼
津
市
社
会
福
祉
協
議

会
等
が
開
催
す
る
福
祉
ま
つ
り「
ふ
れ
あ
い

広
場
」に
参
加
し
、お
菓
子
の
詰
合
せ
を
販

売
し
ま
し
た
。こ
の
福
祉
ま
つ
り
は
、普
段

の
暮
ら
し
の
し
あ
わ
せ
を
感
じ
る「
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、焼
津
市
総
合
福

祉
会
館
と
そ
の
周
辺
で
毎
年
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
、ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
物
の
ほ

か
、体
験
コ
ー
ナ
ー
や
出
店
な
ど
も
あ
り
、

多
く
の
市
民
が
集
う
イ
ベ
ン
ト
で
す（
今
年

度
参
加
団
体　

）。志
太
地
区
労
福
協
で
は
、

行
事
参
加
を
通
じ
て
多
く
の
方
に
労
福
協

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
想
い
か
ら
、

例
年
ま
つ
り
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、1
回
１
０
０
円
で
ク
ジ
を
引

い
て
も
ら
い
、１
等
が
出
れ
ば
１
０
０
０
円

相
当
、２
等
は
５
０
０
円
、３
等
は
３
０
０

円
、４
等
は
２
０
０
円
相
当
の
お
菓
子
を
お

渡
し
す
る
こ
と
と
し
、ハ
ズ
レ
な
し
の
く
じ

引
き
で
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。ま

た
、子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
妖
怪
ウ
ォ
ッ

チ
や
ワ
ン
ピ
ー
ズ
の
グ
ッ
ズ
も
オ
マ
ケ
で

付
け
ま
し
た
の
で
、可
愛
ら
し
い
た
く
さ
ん

の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。用
意

し
た
お
菓
子
は
２
０
０
個
で
し
た
が
、１
時

間
程
度
で
完
売
！
販
売
す
る
私
た
ち
も
大

い
に
盛
り
上
が
り
、楽
し
め
ま
し
た
。な
お
、

売
上
金
は
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て

て
も
ら
う
よ
う
、全
額
寄
付
し
ま
し
た
。

今
後
も
よ
り
多
く
の
方
に
労
福
協
の
活
動

を
知
っ
て
い
た

だ
き
、支
え
合
う

仲
間
が
増
え
て

い
く
よ
う
、地
域

と
の
関
わ
り
を

大
切
に
し
な
が

ら
取
組
み
を
進

め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

19

92

10

り
ま
す
。今
年
度
は
、　

名
・　

チ
ー
ム
と
前

回
を
上
回
る
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

開
催
セ
レ
モ
ニ
ー
後
、み
や
び
・
み
く
り
や

の
２
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。コ
ー
ス
は
全　

ホ
ー

ル
。参
加
い
た
だ
い
た
お
子
様
も
飽
き
ず

に
、大
人
の
皆
様
も
ち
ょ
う
ど
良
い
運
動
に

な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。本
格
的

な
コ
ー
ス
と
な
っ
て
お
り
、バ
ン
カ
ー
や
池

も
設
置
さ
れ
て
い
る
為
、普
段
ゴ
ル
フ
で
腕

を
慣
ら
し
て
い
る
方
が
悪
戦
苦
闘
す
る
姿

も
み
ら
れ
ま
し
た
。昨
年
度
は
、会
場
に
て

ス
コ
ア
の
集
計
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で

す
が
、今
年
度
か
ら
対
応
が
出
来
な
い
と
の

事
も
あ
り
、表
彰
は
行
わ
ず
閉
会
式
の
み
と

な
り
ま
し
た
。後
日
集
計
を
行
い
、参
加
者

の
皆
様
へ
個
人
と
団
体
の
賞
品
を
配
布
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
合
わ
せ
て
、フ
ー
ド
バ
ン

ク
の
呼
び
掛
け
も
行
い
ま
し
た
。通
常
総
会

以
来
２
度
目
と
な
り
ま
す
が
、参
加
者
の
皆

様
か
ら
沢
山
の
備
蓄
品（
麺
・
パ
ス
タ
・
お

米
・
缶
詰
な
ど
）を
持
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ふ
じ
の
く
に
」に
寄
贈
す

る
事
が
出
来
ま
し
た
。皆
様
方
の
あ
た
た
か

い
気
持
ち
に
感
謝
で
す
。

　

労
福
協
役
員
の
方
に
は
、フ
ー
ド
バ
ン

ク
・
大
会
の
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、ス

ム
ー
ズ
に
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。参
加

者
の
皆
様
に
も
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　
　

月　

日（
日
）富
士
山
樹
空
の
森

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
、北
駿
地
区

労
福
協「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

　

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
と
は
、芝
で
お
お

わ
れ
た
コ
ー
ス
を
専
用
の
ク
ラ
ブ
と

ボ
ー
ル
を
用
い
て
、カ
ッ
プ
イ
ン
す

る
ま
で
の
打
数
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

で
、お
子
様
で
も
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

　

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、秋

の
景
色
と
雪
化
粧
し
た
富
士
山
を

バ
ッ
ク
に
プ
レ
ー
を
し
ま
し
た
。

こ
の「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」は
、昨

年
度
初
開
催
し
今
年
度
２
回
目
と
な

10

19

55

15

18

●労福協まつり

　
　

月　

日（
日
）第　

回
労
福
協
ま
つ
り
が
浜

名
湖
ガ
ー
デ
ン
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
快
晴
の
も
と
、地
域
の

勤
労
者
親
子
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
な
り
ま
し

た
。

　

浜
松
市
と
の
共
催
事
業
と
し
て
定
着
し
、勤

労
者
共
済
会
も「
わ
ー
く
ん
フ
ェ
ス
タ
」と
し
て

共
同
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ヤ
マ
ハ
ビ
ッ
ク
バ
ン
ド
の
演
奏
で
始
ま
り
、

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は「
浜
松
市
長
・
県
労
福
協
理

事
長
・
勤
労
福
祉
協
会
理
事
長
」を
来
賓
に
招
き

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
労
福
協
ま
つ
り
が　

時
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、４
６
０
０
点
を

準
備
し
た「
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
」に
は

開
始
前
か
ら
多
く
の
方
が
列
を
つ
く
っ
て
待
っ

て
い
ま
し
た
。

10

19

29

10

●福祉まつり
「ふれあい広場」に参加
～地域との関わりを大切に～

　
「
親
子
工
作
広
場
」で
は
親
子
が
ふ
れ
あ
い
協

力
し
て
作
品
づ
く
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。チ

ビ
ッ
コ
広
場
で
は「
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
」「
フ
ワ

フ
ワ
」「
ミ
ニ
鉄
道
」「
フ
ラ
ッ
シ
ュ
ス
タ
ン
プ
」

「
ジ
ュ
ビ
ロ
エ
ア
ゴ
ー
ル
」で
子
ど
も
た
ち
が
楽

し
い
1
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
」「
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
シ
ョ
ー
」を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、「
北
海

道
の
じ
ゃ
が
い
も
販
売
」も
実
施
し
喜
ん
で
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
特
徴
は
、徳
川
家
康
公
薨
去
４
０
０

年
を
２
０
１
５
年
に
迎
え
る
こ
と
で
、家
康
く

ん
の
着
ぐ
る
み
と
フ
ワ
フ
ワ
に
も
家
康
く
ん
を

準
備
し
ま
し
た
。

　

も
う
１
つ
は
、フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
開
催
し

た
こ
と
で
す
。労
福
協
幹
事
・
労
福
協
ま
つ
り
ス

タ
ッ
フ
・
ろ
う
き
ん
職
員
を
中
心
と
し
て
多
く

の
方
に
協
力
い
た
だ
き
、ダ
ン
ボ
ー
ル
５
箱
程

度
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
、来
場
者
は
１
５
7
０
０
人
と
終
日

の
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

労
福
協
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん　

お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。

第２９回

第３３回

○綱引き大会」を開催
　
　

月　

日（
土
）富
士
通
㈱
沼
津
工
場
体
育
館

に
て「
第　

回
綱
引
き
大
会
」を
開
催
し
ま
し

た
。当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、男
子
の
部
８

チ
ー
ム
・
混
合
の
部　

チ
ー
ム
の
参
加
の
下
、総

勢
３
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が
集
ま
り
、日
頃

の
運
動
不
足
解
消
と
親
睦
を
図
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
男
子
の
部
で
例
年
優
勝
候
補
の

大
本
命
で
あ
る
沼
津
市
労
連「
フ
ァ
イ
ヤ
ー
沼

津
」が
御
嶽
山
噴
火
に
よ
る
影
響
か
ら
不
参
加

と
な
り
、参
加
チ
ー
ム
の
実
力
が
拮
抗
し
た
中

で
の
競
技
開
始
と
な
り
ま
し
た
。午
前
中
は
男

子
の
部
・
混
合
の
部
そ
れ
ぞ
れ
２
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
リ
ー
グ
戦
が
行
わ
れ
、一
本
の
綱
に

選
手
各
々
の
力
と
気
持
ち
が
一
つ
に
な
り
、息

の
合
っ
た
引
き
合
い
で
熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。昼
食
時
に
は
子
供
達
に
よ
る「
ち

び
っ
こ
綱
引
」を
開
催
し
、保
護
者
ら
は
仲
間
の

試
合
以
上
に
熱
を
込
め
て
応
援
を
し
て
い
ま
し

た
。午
後
に
は
リ
ー
グ
戦
を
勝
ち
上
が
っ
た

チ
ー
ム
に
よ
る
白
熱
し
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

が
行
わ
れ
、男
子
の
部
で「
東
芝
機
械
や
っ
た
ろ

う
ず（
東
芝
機
械
労
組
）」と
混
合
の
部
で「
Ｙ
・

Ｅ
・
Ｓ（
全
矢
崎
労
組
沼
津
支
部
）」が
そ
れ
ぞ
れ

優
勝
し
ま
し
た
。

　

怪
我
等
も
心
配
し
ま
し
た
が
、そ
の
よ
う
な

こ
と
も
無
く
、休
み
の
ひ
と
時
を
楽
し
く
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

　

今
回
は
本
大
会
と
併
せ
て「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
」の
取
組
を
実
施
し
、４
９
．１
１
ｋ
ｇ
と
多

く
の
食
糧
品
が
集
ま
り
、こ
ち
ら
も
成
功
に
終

わ
り
ま
し
た
。

10

18
26

12

第26回

パークゴルフ大会」を開催

福祉チャリティーバザー
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アドレスが変わりました！

http://plaza3.dws.ne.jp/̃scn00855/

特別金利定期預金特別金利定期預金

1814B022

退職金や預け替え資金をお預けいただける方に

特別金利定期預金特別金利定期預金
1口あたり1００万円以上

金利を上乗せいたします！！

のご資金について

【お取扱期間】
2014年4月1日(火)～
　　2015年4月30日(木）

※募集枠に
　達した
　時点で
　取扱終了!!

※上乗せ金利の適用は初回満期日までです。
　以降はその時点の店頭表示金利で自動継続されます。
※上乗せ金利幅は、お取扱期間中でも見直しさせていただく場合があります。
 　詳しくはお近くの〈ろうきん〉営業店へお問い合わせください。

※当金庫の会員に所属する個人およびその家族が対象です。
●退職金（当金庫普通預金にある受取から１年以内の資金、退職に伴う財形預金解約金、一斉
　積立解約金も含む）
●他金融機関からの預け替え（当金庫の普通預金にある６カ月以内にご入金いただいた資金も含む）
●国債満期償還金
●相続預金（当金庫にある被相続人名義の預金、当金庫で相続の手続きを行って1年以内に作
　成された相続人名義の預金、他金融機関の資金） 静岡ろうきん お客様サービスセンター 

お電話受付時間：平日9時～18時
0120-609-123

※ご利用の際はろうきん窓口へお申し出ください。
●既にお預入れの定期預金は特別金利定期預金に切替できません。
●表示は税引前の上乗せ金利です。利息には「復興特別所得税」含め、
　原則20.315％の税金が課されます。
●その他、「スーパー定期」「大口定期」に準じたお取扱いとなります。
　詳しい説明書は営業店窓口にご用意しております。

ご　注　意対象となる資金

※ご本人様名義のみ
●「スーパー定期」又は「大口定期」　お預入期間６カ月
対象となるご預金

期間中は、店頭表示金利に
〔６カ月定期〕 年

％＋
Pｏｉｎｔ の資金が

対象です
退職金のお受取後
１年以内

当金庫外からの預け替え
国債満期償還金 等または

0.20.2 お取扱い総枠

20０億円

お問合せ

ろ
う
き
ん

FAX 054(203)6878
http://www.union-travel.co.jp

〒422-8067静岡市駿河区南町11番22号 労働会館3F

TEL 054（203）6877（代）
静岡県知事登録旅行業第2-309号

詳しくはこちら私達は、事業を通じて勤労者と絆を深め、「安心」と「安全」をサポートします。
▼

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
「県労福協   　だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○伊　豆　市　　鈴木　里美　様
○伊　東　市　　橋本　善浩　様
○浜　松　市　　村重　幸治　様
○藤　枝　市　　野田　忠行　様
○静　岡　市　　　田　智史　様

（１） A： 湯ったりらくらく宿泊プラン
（２） B： 村上開明堂労働組合
（３） C：8項目

応募総数62通の内、正解者の中から抽選した結果上記の方々
が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えをA・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただいた
方には粗品をプレゼントします。

応募先

クイズ  前回の答え 当選者

（１）各地区労福協でイベントが開催されています。沼津
　　地区労福協で開催された綱引き大会は今回で何回？
　　Ａ．16回　　B．26回　　B．36回
（２） 福祉基金協会が主催する２月２５日に開催する
　　ロッキーカレッジは？
　　Ａ．風の電話の物語　
　　Ｂ．山の電話の物語　
　　Ｃ．海の電話の物語
（３）浙江省総工会特別友好訪中団は今回で何回目の訪中？
　　Ａ．１０回　Ｂ．　2０回　Ｃ．　3０回

ホームページからの応募も可能です

■締 切 日　２０１5年2月28日（土）まで　[消印有効 ]
■記載項目　①お名前　②電話番号　③郵便番号と住所
　　　　　　④クイズの答　⑤メッセージ

ホームページからの応募も可能です
2,000円をゲット

す

ッッットト
しよう！

■野口武利さんの「贈る言葉」を興味深く拝見しました。なかな
かするどいピンポイントの問題提起です。「足るを知る」ことが大
事でしょうか。格差のない社会になってほしいです。　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 愛知県豊橋市　梶原様

■「フードバンクふじのくに」の取り組みを今回知りました。過剰
ともいえるコンビニ店数、そこから更に産み出される無駄な廃
棄物。これらがなぜ発生するか皆で考えなければ。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊東市　土屋様

■「フードバンクふじのくに」の記事を読み日々 もったいない事を
していると思いしらされました。でも食料を無料で預かって他の
人に役に立たせる事ができるなら何か出来る事がないかと思
いました。くわしく知りたいです。　　 　　　　　　　　　
　 　　　　　　　　　　　　　　　　富士市　千須和様

■ロッキー奨学金の制度、うれしく思います。貸与型は奨学金
という名前の借金、知り合いの息子さんも奨学金を返済しなが
らの生活で大変そうです。（親に督促が・・・）　未来ある若者
のための制度、ずっと続けてほしいです。　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　　　　　　 富士宮市　 野様

■私も松永さんと同じく、カンボジアボランティアを経験した1人で
す。“日本に生まれて安心・安全な生活をしている”、と言う事実
に本当に感謝出来た経験でした。ボランティアと言うと尊敬され
たり感心されたりする対象ですが、決してそうではなく、自身を成
長させてくれる貴重な活動の場であると私は思います。自身が
成長するためにも、少しでも多くの国・人が幸せになるためにも、
今後も活動を続けていければと改めて思いました。
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　浜松市　植村様

私達は 事業を通じて勤労者と絆を深め「安心」と「安全」をサポートしますて勤労者と絆を深め

団体旅行
社内行事

宿泊会議
視察研修

榛南地区労福協事務局員になり、1年半が経過しました。中１と
小５の息子の子育てに奮闘しながら事務局員をさせていただい
ております。昨年、事務所を現在の榛原郡吉田町に新設し、現
在では労福協や退福共の会合でも事務所を利用していただい
ています。これからもさらに多くの方に立ち寄っていただけるよう
な、地域に根ざした事務所となるように、事務局員として頑張って
いきたいと思います。

氏　名／四之宮妙子
血液型／ A 型
趣　味／サッカー観戦

しのみや　 たえこ

（榛南地区労福協担当）
事務局員紹介
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全労済は、営利を目的としない保障の生協として共済事
業を営み、組合員の皆さまの安心とゆとりある暮らしをめざ
しています。出資金をお支払いいただいて組合員になれ
ば、各種共済をご利用いただけます。

お問い合せは下記まで

全労済東部支所
沼津市米山町11-24
TEL055-923-1755

全労済中部支所
静岡市葵区鷹匠2-10-16
TEL054-254-3312

全労済西部支所
浜松市中区中央3-15-37
TEL053-453-5888

旅行プラン企画
会場手配・設営
チケット手配
お弁当手配
ギフトカード販売

団体旅行
社内行事

宿泊会議
視察研修
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【募集作品】絵画・書・写真・手工芸・コンピューターグラフィック
【応募資格】静岡県内の勤労者
【作品受付】労働金庫本支店・全労済県本部及び各共済ショップ・静岡県労働者福祉協議会

●主催／静岡県労働者福祉協議会・静岡県下各地区労働者福祉協議会・静岡県労働者福祉基金協会　
●後援／連合静岡・静岡県・静岡市・静岡新聞社・静岡放送
●協賛／静岡県労働金庫・全労済静岡県本部・県生協連・年金福祉協会・勤労者信用基金協会・
　　　　　ユニオントラベル・退福協・ろうきんグリーン友の会・ライフサポートセンター友の会

平成27年4月8日㈬ー4月12日㈰ グランシップ展示ギャラリー 
静岡県勤労者総合美術展第65回

TEL054ー221ー6241　Eメール　：　rofukukyo@mx1.s - cnet .ne . jp
静岡県労働者福祉協議会（静岡市葵区黒金町5-1勤労者総合会館内）問合せ先

展示期間 展示会場

Workers Art
Exhibition 2015

出品料は
無料です

全ての作品を
展示します

出品者全員に
参加賞を進呈

Workers Art
Exhibition 2015

中中作作品品募募 集集
【募集期間】平成27年

2月23日月▶3月13日金

Shizuoka Rofukukyo Dayori
New year

新年号
連帯・協同で安心・共生の福祉社会をつくろう！！

労福協だより
（一社）静岡県労働者福祉協議会

２
０
１
5

２
００００
１
5

ੱ‛⊓႐
地区労福協事務局長の
リレートーク　No.15

事業団体職員・労福協役員へ
シリーズ運動継承！

贈る言葉

浙江省総工会特別友好訪中団報告
ロッキー奨学金授与式
「フードバンクふじのくに」法人化
全労済からのお知らせ

福祉基金協会からのお知らせ
ALWF

労労労労労労労労
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者者者者者者者者者者者者
自
主主
福福
祉祉
運
動
にに
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